保育者養成における音楽を用いた表現領域の学びについて―情景を想像する視点に着目して― by 平尾  憲嗣 et al.
     
 
【研究論文】 
保育者養成における音楽を用いた表現領域の学びについて 
―情景を想像する視点に着目して― 
平尾 憲嗣＊ 滝沢 ほだか＊  
要 旨 
平成 29 年に告示された幼稚園教育要領において、表現領域では「自然の中にある様々な音に耳を傾け、自然の動き等
から発せられる音やリズムの面白さ等、子どもが得た感覚や感動を、他の子どもや教師と共有し、表現等を通して養うこ
と」等の内容が付加されている。それを踏まえ、保育者養成校では、学生自身がそれに伴う豊かな感性、広い視野による
的確な指導法の理解と実践力の習得、その他の領域との横断的な繋がりを意識した活動を行うための応用力の習得が必要
とされている。実際の子どもの主体的な遊びから生まれる表出や表現を援助するために必要な音楽的知識、技能の習得に
留まらず、幼児曲から音の素材や情景をイメージし、音楽以外の表現活動との関連性を持った創造力の獲得の重要性につ
いて、予習や授業での活動において学生への意識づけを試みた。本研究ではこの試みにおける学生の意識の変容について
調査し、効果的な授業方法について検討を行った。 
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Ⅰ．はじめに 
文部科学省による学校教育法施行規則の改正に伴
い新たに改訂された幼稚園教育要領や、教職課程の
改変により、保育者養成校においては、従来の教科
に関する科目として取り扱われていた音楽は廃止さ
れ、５領域における表現領域の中の音楽という位置
づけが従来のものより明確となった。その変更へと
至った背景としては、幼児期の発達に応じた音、音
楽遊びについてや、それを表現する楽しさについて
掘り下げていく内容よりも、音楽における演奏技術
の向上等、演奏における専門的内容が優先される授
業内容となる傾向が強かったことが推測される。
従って、今後は５領域における各領域での繋がりを
理解しながら、幼児の援助についての知識や技能を
深め、幼児の指導法の獲得を到達目標に置いた授業
へと転換していくことが重要であると考える。 
その一方で、幼稚園の現場では、季節や行事に関
連したリズム遊び、楽器遊び、幼児曲の歌唱、ピア
ノ弾き歌い等が慣例的に普段の幼児の遊びの中で取
り入れられており、幼児がそれらの音楽を主とした
活動から得られる経験は、幼保連携型認定こども園
教育・保育要領で示されている「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」（図 1 参照）と照らし合わせ
てみても、様々な項目において重要であることが推
測される。また、それらの音楽を用いた活動につい
て、CD 等の録音媒体を利用してそれらの音楽遊び
を行うことも可能であるが、感受性を育むうえで大
変重要な時期である幼児期においては、その利便性
に囚われることで、音や音楽における様々な楽器の
材質による本来の音質、音や音楽における自由な表
現のやり取り等、感覚的に本来の音楽の楽しさを味
わうことが失われてしまうことに留意することが重
要と考える。従って、幼稚園教育要領における表現
領域の内容を達成するために必要最低限の音楽技術
や知識を身に着けておく必要があることには変わり
は無く、更に、幼稚園教育要領の表現領域に新たに
加えられた、「風の音や雨の音、身近にある草や木
の形や色など自然の中にある音、形、色などに気付
くようにすること」について、幼児が身の回りの自
然から五感を通して感じる感覚を、主体的な遊びの
中で表出、表現することができるよう、自然の中の
様々な動きや、それにより発生する音等の動きやそ
の特徴を捉え、それを遊びとして発展させる技術や
＊岡崎女子短期大学    
      
 
感性が保育者には求められる。 
また、それを基に幼児の表出や表現を援助してい
くためには、必要最低限の音楽技術や知識の上に
立った、自由な発想力が必要であり、表現領域にお
ける造形、身体表現等との横断的な繋がりを音や音
楽からイメージすることのできる応用力を兼ね備え
ていることが重要である。その他に、幼稚園で過ご
す３年間の様々な体験が小学校の教育課程へと繋が
ることを認識し、そこへと繋げていくために、保育
を計画的な見通しをもって展開することも必要であ
る。保育者養成校としては、それらの知識、技能を
実践で活かすことのできる保育者の育成が求められ
ている。そのため、今回の研究では、幼児曲から音
の素材や情景をイメージし、音楽以外の表現活動と
の関連性を持った創造力の獲得を目標においた指導
について、その授業効果を明らかにし、その結果を
踏まえ授業運営の検討を図ることを目的とする。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ．授業構成 
本学の幼児教育学科第一部（短期大学）での、基
礎音楽、幼児音楽において、平成 31 年度に運用され
る新教職課程を見据え、改変された意図を汲んだ上
で、学生が卒業までに習得するべき内容について改
めて検討を行った。一年次の基礎音楽Ⅰ、Ⅱでは、
主にピアノの基礎的技術の獲得と、幼児曲演奏のた
めの伴奏における仕組みについての理解と実践に重
きを置いた授業内容を行っており、基礎音楽Ⅰ、Ⅱ
の授業の目的について、「子どもの音楽活動を援助
できる力を育成するため、①豊かな感性と音楽の基
礎的技能を身につける、②自身の創造力や表現力を
養い、音楽の実践力を獲得することを目的とする。
授業では、ML システムを活用した集団授業と個人
指導を行い、弾き歌いや基礎的な鍵盤楽器の奏法な
どを習得する。」と掲げており、授業の到達目標と
しては、「①バイエル教則本の楽語について説明す
ることができ、バイエル 100 番まで演奏すること
ができる。②バイエル終了者は、練習曲以外のピア
ノ曲を暗譜で演奏することができる。③簡易伴奏法
のためのコードネーム（ハ、ト、へ長調）について、
見譜で演奏することができる。④幼児曲（子どもの
うた村 A レベル）について、暗譜で弾き歌いを行う
ことができる。」という目標を設定している。 
それを経た二年次の幼児音楽Ⅰ、Ⅱの授業では、
一年次よりも難易度の高い幼児曲の学習と、現場を
想定した多様な表現方法の獲得に重きを置いた授業
を行っている。幼児音楽Ⅰの授業の目的は「基礎音
楽での学習をふまえ、様々な音楽活動を通して、音
楽の表現力および演奏技能を高めることを目的とす
る。また、保育実践において子どもの音楽表現活動
を支援するために必要な知識や技能も同時に修得す
る。」とし、授業の到達目標として「①春、夏の季
節を中心とした幼児曲１０曲以上を暗譜で弾き歌い
することができる。②簡単なコードを使って幼児曲
に伴奏をつけることができる。」として授業を行っ
ている。授業内における新たな試みとしては、基礎
音楽Ⅰ、Ⅱでの段階的な学びを（表１、２参照）経
た学生に対し、幼児音楽Ⅰでは幼児曲の課題として、
季節に因んだ 14 曲を学生に課し、15 回の授業にお
ける内容を表３の通り設定した。「幼児音楽Ⅰ」で
は、従来の授業では、弾き歌いにおける伴奏法や、
幼児と一緒に幼児曲を歌う上での配慮や工夫につい
て重点を置く指導内容であった。今回はそれに加え
      
 
て、それぞれの幼児曲の作曲された背景を伝えるの
は勿論の事、表現領域における造形、身体表現等と
の横断的な繋がりを音や音楽からイメージする意識
をもつための第一歩として、幼児曲の歌唱における
歌詞の意味、歌の中の登場人物は誰か、誰とお話し
しているのか、音、リズム、音楽が何を模倣してい
るのか等、それぞれの曲の特性を捉えながら歌唱に
よる実践を行うこととした。それを基に想像するこ
とのできる情景等についての理解を掘り下げ、漠然
とした表現に留まらず、発展性のある表現について
理解を深めることに重点をおいた指導を行う。 
 
   
 
 
 
 
 
 
      
 
Ⅲ 研究方法 
１） 調査概要 
幼児音楽Ⅰの授業における課題である幼児曲 14
曲（表３参照）について、各回の授業内で表４に示
す指導をおこなうこととした。特に、幼児曲の歌詞
の情景を創造することに重きをおき、表現に結びつ
ける留意点を、歌い手（語り手）の視点を含んだ５
つに分類した。 
① 登場人物(動物や物等を含む) 
② 複数の登場人物(動物や物等を含む) 
③ ナレーション（保育者） 
④ 登場人物(動物や物等を含む)とナレーション
（保育者） 
⑤ ナレーション（保育者）と幼児 
保育者養成校における授業において、上記５点の
表現の工夫について実践を交えた指導を行う群（実
験群）と、比較検討の対象として一般的な表現方法
について指導を行う群（統制群）を設け、表現の工
夫について実践を交えた指導を行った群の自信が高
まるかどうかについて、調査を行う。統制群につい
ては、後期の授業において実験群と同じ内容を取り
扱う配慮を行うものとする。 
 
 
 
 
      
 
２）対象者 
平成 28 年度に入学した幼児教育学科第一部生を
対象として調査をおこなう。３クラス 126 名を実験
群とし、１クラス 41 名を統制群として比較検討を行
う。 
３）質問紙調査 
1 年前期の基礎音楽Ⅰ終了時、1 年後期基礎音楽Ⅱ
の終了時、２年前期幼児音楽Ⅰ終了時の計３回、同
じ質問紙を用いて調査を行う。質問項目を図２、図
３に示す。質問項目は行動目標の形式設定し、質問
に対する回答は「大変できる」「できる」「少しで
きる」「どちらでもない」「少しできない」「でき
ない」「大変できない」の７件法で回答を設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）分析方法 
分析は「大変できる」「できる」「少しできる」
をポジティブ群（P 群）、「少しできない」「でき
ない」「大変できない」をネガティブ群（N 群）と
して分類し、①基礎音楽Ⅰ終了時と基礎音楽Ⅱ終了
時の比較、②基礎音楽Ⅱ終了時と幼児音楽Ⅰ終了時
の比較、を行い、それぞれについてχ2検定または
Fisher's exact test（標本数 10 未満）を用いて分析を行
う。 
 
Ⅳ 結果と考察 
質問紙調査の有効回答は、実験群 116 名、統制群
28 名であった。３回に渡る継続的な調査を行ったた
め、欠損のあるデータを除外したところ、上記の有
効回答数となった。今回は情景を想像するという点
から、特に音楽表現力の内容に関する質問項目につ
いて着目し、分析をおこなった。実験群と統制群の
各項目別回答人数を表５と表６に、分析結果を表７
と表８に示す。 
分析結果から、音楽表現力に関する質問項目１〜
６の全てにおいて、１年前期基礎音楽Ⅰ終了時と１
年後期基礎音楽Ⅱの比較で、実験群、統制群共に有
意に自信が高まることが明らかとなった。１年の前
期はバイエルを中心とした基礎基本の修得に重きを
置いているが、１年後期は本格的に幼児曲に取り組
み、課題曲の弾き歌いを通して表現力が身についた
という実感が顕著に現れることが、この結果に繋
がったと推測される。 
また、実験群と統制群とに分けて表現指導の工夫
を行った２年前期幼児音楽Ⅰ終了時では、１年後期
基礎音楽Ⅱ終了時との間に有意差が出ない項目が複
数みられた。また、統制群においては、同時期の比
較において、全ての項目で有意差がでないというこ
とも示された。このような結果になった原因の１つ
としては、２年次の課題として設定されている幼児
曲の難易度が１年次と較べて高いことが推測される。
１年終了時にはある程度の自信を持ったものの、困
難な曲に直面したことで、表現を工夫する指導をお
こなったとしても、なかなか自信が高まらないこと
が示唆される結果となった。 
 その一方で、本研究の成果としては、項目２「さ
まざまな幼児曲について、曲のイメージ（情景など）
を頭に思い描くことができる」、項目６「音や音楽
      
 
を用いて子どもの表現を引き出すことができる」に
ついて、実験群のみ１年終了時と２年前期終了時に
有意差が出たことが挙げられる。情景を想像する視
点を５つの観点から具体的に取り入れることで、イ
メージを頭に思い描き、それらの表現を用いて、子
どもの表現を引き出すことができる、という自信に
繋がったことが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
Ⅴ．まとめ 
今回の調査により、本学における基礎音楽Ⅰ、Ⅱ
と幼児音楽Ⅰを履修した学生が、音楽の基礎知識や
基礎技能の獲得だけに留まることなく、表現におけ
る第一歩である、音や音楽からイメージすることに
関して、幼児音楽Ⅰで行った新たな試みを経て、一
定の効果があったことが明らかとなった。また、一
年次の基礎音楽Ⅰ、Ⅱの学習における学習成果につ
いて、学生自身が音楽の表現力について大きな実感
を感じていることも併せて明らかとなった。 
このことから、基礎音楽Ⅰ、Ⅱにおける授業の内
容については、音楽技術力、音楽表現力獲得に向け、
効果的な内容を含んでいることが分かり、今後の授
業運営について、課題となる幼児曲等の小さな修正
については随時検討していくことは必要であるが、
授業の目的や授業の到達目標等に大きな変更を加え
る必要が無いことが認められた。また、幼児音楽Ⅰ
での授業内容について、今回の調査で効果が認めら
れた質問項目である、「さまざまな幼児曲について、
曲のイメージ（情景など）を頭に思い描くことがで
きる」、「豊かな表現力をもって、子どもの音楽活
動を援助することができる」の２つの要素の獲得が
認められたことで、表現における造形や身体表現等
への横断的な関係性を構築していく上で、音楽側か
らのアプローチについての視野を広げることが可能
であることが確認できた。 
その一方で、質問項目「音や音楽を用いて子ども
の表現を引き出すことができる」については、基礎
音楽Ⅰ、Ⅱと幼児音楽Ⅰを経て有意な変化が見られ
なかった。この要素については、音楽技術力、音楽
表現力に加えて、現場をイメージした応用力が必要
であり、この項目に加えて「さまざまな幼児曲につ
いて、曲のイメージ（情景など）を頭に思い描くこ
とができる」、「豊かな表現力をもって、子どもの
音楽活動を援助することができる」の２つの要素と
合わせて、学生の獲得の実感が高まることにより、
音楽分野からの視点による表現領域での、幼児への
指導法の獲得へと繋がっていくことが予想されるた
め、これらの獲得へ向けた授業設計の見直しが必要
である。 
幼児音楽Ⅰにおける課題点としては、基礎音楽Ⅰ、
Ⅱで取り上げている幼児曲の難易度が高くなること
で、学生のコード奏や楽譜の簡易化等の技術が求め
られ、個々の実力に合わせた伴奏へと簡略化させる
知識的、技術的な応用力が求められることである。
この段階において必要な視点は、幼児を意識した音
楽の実践であるが、伴奏のリズムが複雑になり、多
様な和音が用いられ、歌の旋律における音の動きが
多くなる等、様々な面での音楽的要素における難易
度が高くなることにより、歌や音楽の表現にまで意
識が回らない状況に陥ってしまうことである。その
ため、特に難易度の高い課題については、音楽の骨
組みとなる部分のみの構成による伴奏でも、その音
楽の持つ性格が大きく変わらないことを学生が理解
し、歌の表現を伴った簡易伴奏による幼児曲の弾き
歌いを推奨していくことが必要となる。幼児音楽Ⅰ
におけるそれらの課題を修正した上で、卒業年次後
期に開講している幼児音楽Ⅱへと繋げていくことが、
今後の大きな検討事項といえる。 
短期大学では、2 年間で現場での即戦力となる人
材の育成が求められていることから、「幼児音楽Ⅱ」
において、実践力と応用力もって、子どもの音楽活
動を援助することができるよう、授業内容をさらに
精査していく必要がある。それにより、表現領域に
おける造形や身体表現を用いた実際の幼児との遊び
の中から、自然に保育者がその遊びの中で音や音楽
の使い方をイメージすることができるようになれば、
幼児の遊びの中から、幼児の表出や表現を、幼児の
五感を刺激しながら、更に発展させることができる
と推測される。そのため、幼児音楽Ⅱでは、サウン
ドスケープ等の身の回りにある何気ない音への意識
を深め、それを音や音楽を用いて模擬的に表現する
技術を高めるなど、既存の音楽を表現する受動的な
音楽の捉え方ではなく、能動的に音楽を創造し実践
へと結びつけることのできる内容を授業の中に取り
入れていく必要性がある。 
また、幼保連携型認定こども園教育・保育要領で
新たに示された、「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」について、音や音楽を用いた保育の活動が
どのように繋がる可能性を持っているのかを学生が
把握することで、現場での見通しのある保育の計画
を立てることに結び付く。幼児音楽Ⅱでは、合奏、
合唱や簡易的な劇等の実践を取り入れ、その過程に
おいて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
の項目に含まれている、「自立心」、「協同性」、
「言葉による伝え合い」等の音楽以外の学びについ
ても学生自身の実践から得られる経験などから、音
や音楽を用いた活動との関連性について認識できる
ような授業内容の検討が必要である。また、「豊か
      
 
な感性と表現」についても、発達段階に応じた音や
音楽遊びの用い方等、個々の特性を考慮しながら保
育の中で取り入れていく視点も重要である。これら
の要素を幼児音楽Ⅱの中で対応する内容を模索検討
していくことが今後の課題といえる。さらに、これ
らを踏まえ、小学校課程へと繋げていく視点を学生
が認識できるよう、それに向けた段階的な遊びにつ
いて、学生が計画、実践することのできる知識や技
能の獲得を、授業の到達目標に置き、それに向け必
要となる新たな教材についての検討も今後は行って
いきたい。 
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